
E 安見右近と私部城

1、安見右近の登場

三好長慶は、永禄 2(1559)年 6月と永禄 3年

6月に河内に出兵し(史料 62'"'-'65)、永禄 3年

10月 24日には飯盛城が、 27日には高屋城が長慶

に明け渡された。そして、長慶が飯盛城に、長慶

弟実休が高屋城に入った。これに対して畠山高政

や安見宗房は、永禄5年 2月から軍事行動を開始

し(史料 70・71)、 3月 5日には和泉久米田寺の

合戦で三好実休を戦死させ(史料 72・73)、高屋

城を押さえた。すると安見宗房らは飯盛城攻めを

開始する。また、摂津衆などを引き連れた三好義

輿らが、 5月 20日の河内教興寺の戦いで畠山方

の湯川直光を戦死させ、飯盛城攻めていた畠山勢

は総退却となった(史料 74'"'-'76)。この時、安

見宗房は、大坂に逃げ、息子の野尻孫(満)五郎

は、 鷹山谷へ退いたとする史料がある。

このように、畠山氏の河内支配が三好氏によっ

て奪われる頃、安見右近の姿が見えるようになる。

それは、本願寺蓮知末子実従が残した日記『私心

記』に登場する(史料60・61・66・68・69)。実

従は永禄2年 11月 30日に大坂本願寺から河内枚

方順興寺に移住した。右近の動静がわかるのは、

その後からである。永禄2年 12月 20日条では、

安見が枚方寺内の家を差し押さえようとしてい

る(史料 60)。これを従来、安見右近と解釈して

いる(草野 04、鍛代 08、馬部 09)。この時期は、

まだ河内は畠山氏の支配下にある。また、翌年 1

月 3日条では、安見与助が枚方に宿を持っている

ことが判明する(史料 61)。与助は右近の同族と

考えられる。

永禄 3年 10月、河内は三好氏の手に落ちた。

三好長慶が飯盛城主となり、河内北半国を支配し

た。ところが翌年の永禄4年 1月 17日条には安

見右近が星田に居ることがわかる。右近は、星田

を支配していたのである(史料 66・史料98)。ま
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た、畠山高政及び安見宗房没落後も右近は健在で

あった。恐らく、三好氏の被官になった可能性が

あろう。飯盛城の周辺の領主は、三箇島の三箇氏

や飯盛城の東に位置する田原氏など三好長慶の被

官となった河内の在地領主がいる。右近もそのひ

とりと考えたい。

2、天下再興の戦い

永禄 8(1565)年 5月 19日、将軍足利義輝が、

三好三人衆や松永久秀らによって殺害された(史

料 79)。その前年三好長慶は病没し、後継の三好

義継を擁しての強行で、あった。これにより、反三

好方は活気づき、畠山方は各地の大名に出障を要

請しはじめるのが、 6月段階からで、「天下御再

興」を促している(史料 80・81)0 8月には丹波

で、松永久秀の弟内藤宗勝が自刃し、 10月には

大和方面では安見右近や筒井藤勝も活動を開始す

る(史料 82)0 11月 15日には、三好三人衆が飯

盛城を攻め、三好義継を奪う(史料 83)。義継は、

この時数え 15歳であるから、どれだけ主体的な

行動で、あったかわからない。これ以後、松永久秀

と三好三人衆との関係は完全に断たれた。

この年のものと思われる 12月 18日付松永久秀

宛遊佐教(信教)書状に、「安見右近允の儀、先

書申し候如く、長々召し置かれ候、」とあり、遊

佐信教と松永久秀の同盟が成立していたことがわ

かる。そしてこの同盟の要として安見右近を長々

召し置いてくださいと書いているのである(史料

84)。右近は、一旦、三好被官となったが、将軍

暗殺を機に筒井藤勝らと連携して大和で蜂起し、

これを見た遊佐教は、安見右近を松永久秀に与え

て、天下再興の戦いを始めようとしたのであろう。

以後、右近は久秀方として活動する(史料 85)。

三好三人衆と松永久秀の戦いは、当初、三人衆

方が圧倒的に有利であったが、永禄 10年 2月 16
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日に入ると、三好義継が松永久秀と同心する(史

料 86・87)。そして、久秀は義継を伴い、信貴山

城に入り(史料88)、続いて多聞山城に入った。

これにより三人衆方が奈良に結集し、遂に東大寺

大仏殿炎上となるのである(史料89)。

この頃になると、 8月 23日には飯盛城の松山

安芸守が久秀方に寝返った(史料90)。しかし、

翌9月 6日には三人衆方が飯盛城を取り戻してい

る(史料91)。更に、 10月 22日には、飯盛城の

すぐ東に当たる田原の坂上氏が久秀方に裏返った

ため、久秀は多聞山から飯盛城に 500人を入れて

いる(史料 93)。また、永禄 11年 1月には河内

の津田、南山城の田辺も久秀方となり、「河内通

路これなし」といった状態であった(史料 94)。

これに乗じて三好義継は、多聞山城から河内津田

城に入城している(史料 95)。久秀方は、信貴山

城や多聞山城などを本拠に南山城や北河内地域を

一部掌握できる状態が生じたのである。さて、右

近の活動だが、永禄 10年 9月 10日に、大和で筒

井方の井戸勢と戦い負傷している(史料92)。右

近は久秀の近く、大和方面で、戦っているようであ

る。

一方、前述したように、永禄 11年 2月 5日

付篠原長房賦がこの時期発給されている 、(史料

96)。これは、鷹山藤政の後継と思われる鷹山藤

寿の訴訟によって出された古文書である。交野郡

私部郷の内、鷹山氏が支配していた大塚分らの土

地が没収されていたため、あらためて篠原長房が

藤寿に与えたもので、忠功を励むことを命じてい

る。松永久秀が飯盛城・津田城・ 田原城を掌握し

かけていた時期であり、私部城はそのなかで孤立

していたと考えられる。このため、藤寿に私部郷

を与えて北河内の状況を変えることが目的であっ

たと見られる。この後、信長が上格した時、飯盛

城は三人衆方の城であるため、藤寿らは再び飯盛

城を奪還したと見られる。
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3、織田信長の上格と私部城の登場

永禄 11年 9月 26日、織田信長が足利義昭を伴

って上洛した (W大日本史料』永禄 11年 9月 26

日条)。これにより、 三好三人衆方は悉く没落し、

畠山高政・秋高親子、三好義継、松永久秀や、三

人衆方であった摂津池田氏などが義昭に帰参し

た。この時期の畿内の武士は、将軍足利義昭の幕

府に結集したのであり、織田信長と被官関係を結

んだのではない。

この時、畠山高政は高屋城に入札三好義継は、

飯盛城に入っている(史料 97)。義継が若江にい

ることは、松永久秀が永禄 13年正月に若江に礼

に向かったことから判明する(史料 100) ので、

それ以前に義継は、飯盛城から若江城に移った模

様である。これ以後、飯盛城は史料から姿を消す。

北河内で軍事的に重要な城郭は津田城と私部城に

なり、政庁的な城は中河内の若江城に移動したこ

とになる。

元亀元 (1570)年4月、織田信長は上洛命令に

従わない朝倉義景を討伐するため、越前に侵入し

た。この時、浅井長政が裏切ったため、信長は辛

くも京都に引き上げた。 6月 28日、信長は、近

江姉川の戦いで浅井・朝倉連合軍を破るが、三好

三人衆が摂津野田・福島で挙兵すると、信長は 8

月 30日、将軍足利義昭を引き連れて三人衆攻め

を始める。しかし、 9月 12日、野田・福島にご

く近い大坂本願寺の顕如も挙兵した。しかも、浅

井・朝倉軍は北近江から山科・醍醐まで進出した

ため、 9月 23日信長は京都に帰り、近江への軍

を差し向けた。信長はこれ以後信長包囲網の中で

苦しむことになる。

さて、この時期の京都からみて南方勢力には、

「南方三好三人衆の事、野田・福島の普請を改め、

諸牢人、河内・摂津国端々へ打ち廻し致すと量生も、

高屋に畠山殿、若江に三好左京大夫、片野に安見

右近、伊丹、塩河・茨木・高槻、何れも城々堅固

に相拘へJ(史料 101)とあり、三好三人衆と大



坂本願寺勢力に対して、畠山秩高をはじめとする

勢力を書き上げている。このなかにはじめて片野

を本拠とする安見右近が登場するのである。河内

では、守護クラスである畠山秋高や三好義継と安

見右近の名前が併記されるのは、河内の中で私部

城の安見右近が一定の統治権を持つ武将となって

いたためであろう。更に、右近は、信長上洛以前

の畿内での天下再興の戦いの中心人物のひとりで

あり、このためこのような処遇を受け、畠山・三

好とならぶ武家として安見右近の名が挙がったも

のと思われる。

しかし、元亀 2(1571)年 5月 11日、安見右

近は松永久秀によって「西新屋小屋jで切腹した

(史料 102)。西新屋とは、元興寺極楽坊西側に当

たるため、奈良市中で自刃したことになる。この

時、松永久秀は、国衆に出陣命令を出したが、ど

こへの出陣が知らせず、この日、右近が自刃した

のである。

この事件をどのように評価すべきだろうか。ひ

とつは、右近についてで、ある。安見右近は、わざ

わざ私部から久秀に命じられて奈良市中に来て自

刃した。これは、右近がこの段階でも松永久秀の

被官であったと見られる。遊佐教が久秀に右近を

召し置かせてから、右近は久秀の被官として活動

しなければならない立場だ、ったと見られる。

自刃理由は、右近が和田惟政や畠山秋高らと申

し合わせて敵になる企てがあったため、腹を切ら

せたとある。これを見ると、和田惟政と畠山秋高

に対して松永久秀は対立関係に入ったことがわか

る。久秀は、自刃後の右近の城私部城を攻めた後、

三好三人衆とともに高屋城攻めを行っている。松

永久秀はこれ以後も度々信長を裏切ることになる

が、その最初の行為が安見右近の自刃事件だった

のである。

右近は、単身で奈良に来たわけではなく、右近

の家臣は奈良不退寺に陣取っていた。これに対

して久秀方の菊川衆が対陣していた(史料 104)。

その後、松永方は、私部城を攻めている(史料
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105 '" 110)。しかし、私部城は堅固で落城しなか

った。

翌元亀3年 4月 16日以前、久秀は、再び私部

城攻めを始める。この時、城将として名前が挙

がるのが安見新七郎である(史料 115)。この時、

久秀は、私部城攻めのため、私部に相城を造った

が織田勢に固まれ、 4月 16日には相城から撤退

している(史料 112・113)。また、久秀は「ツタ

ノ付城」も 4月 29日には落城しているので、私

部城と津田城は連動して戦いが行われていたこと

がわかる(史料 114)。この時期、若江城の三好

義継も松永久秀と同心して本願寺方として戦って

おり、織田勢をはじめとする軍勢が私部城を護っ

た。松永久秀・織田信長ともに私部城は軍事戦略

上重要な城であったことがわかる。

4、私部城の最後

私部城の廃城時期については、具体的に文献に

現れるわけではない。馬部氏によれば、私部城が

最後に見えるのは『信長公記』天正 6(1578)年

10月 1日条で、堺の港で九鬼水軍の大船を見た信

長が、住吉から「安見新七郎所」に暫く休息し

てから京都に上った史料を紹介している(史料

116)。若江城のように天正 8年 8月2日の石山合

戦終結で破城しており、私部城もこの時に破城し

たと考えられる。

なお、安見新七郎自身は、天正9年 2月 28日

の京都での正親町天王の叡覧の下の馬揃では、河

内の取次者として新七郎の名前があるため(史料

117)、河内で、健在で、あったと見られるが、その後

については、具体的にはわからない。近世では、

安見氏は上杉家を頼ったらしく、直江兼続の配下

に安見氏がおり、兼続の娘に本多正信の次男政重

が婿入りした時に、政重の家臣に安見氏が加わっ

ている。その後、政重は会津を出て加賀前田家に

帰参して家老となった時も、安見氏は同道してい

る(藩老本多蔵品館の展示史料による)。
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小括

Eをまとめたい。永禄3年の三好長慶による河

内支配以後、安見右近は三好に臣従したのか星田

に拠点を据えていた。しかし、永禄8年の松永久

秀・三好三人衆らによる将軍足利義輝の暗殺によ

り、安見右近は畿内で最も早く軍事行動を起こし

た武将のひとりとなる。その後、三好三人衆と松

永久秀による対立が先鋭化して両者による戦争が

始まった。遊佐教は松永久秀と組んで、安見右近

を久秀に預けた。一方、私部郷の旧領主だ、った鷹

山氏は藤寿の代で、私部郷を得ている。

永禄 11年、織田信長が上洛を果たすと、私部

城は安見右近の城として位置づけられる。しかし、

右近は久秀被官であり、久秀の威光に反した右近

は、奈良で自刃する。その後、私部城は安見新七

郎が守るが、石山合戦後に破城したと考える。

まとめ

私部城が築城された時期は、文献史学から明確

にはできなかったが、いくつかの点は明らかにで

きたと思われる。

ひとつは、交野が武家領となったのは、木沢長

政の時代であるということである。

二つ目は、鷹山弘頼が私部に居館を構えたと考

えられ、私部城の前身の居館を想定する必要があ

る。その後の鷹山藤政、鷹山藤寿も私部を拠点に

活動した兆候がある一方、安見宗房や息子野尻満

五郎も私部を押さえていた時期もあり、この時期

に私部城が造られた可能性は残しておきたい。

三つ目は、安見右近の評価である。私部城主と

なった安見右近は、元々、星田の領主から私部城

に移ったと見られるが、これは松永久秀の力に拠

るところが大きいだろう。右近が河内のなかで飛

びぬけた存在になったのは、信長上洛以前に畿内

の戦争に深く関わり、大いに活躍したためである。

四つ目は、私部城は、当初、松永方の城と して
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位置づけられる側面があったことである。また、

北河内の玄関口としても重要な城であり、南山城、

北大和、北河内を繋ぐ重要な役割を果たす城とし

て畿内の政治史に位置づける必要がある。
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